
校訓「心ひとつに 明日を拓く」 教育目標：自己の確立に精励する生徒の育成
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１１日（月）５時間目、前期の終業式を行いま

した。この日は、各学年を代表して、次の３名の

生徒が発表をしてくれました。

１年生は〇〇〇〇さん（２組）が、

バレーボール部に入部した喜び。勉

強にこれからも根気強く取り組むこ

と。そして、「美郷中の一員、悠輝学

年の一員として、仲間と力を合わせ、

困難も乗り越え、自分も人も大切に、

笑顔がいっぱいな学校生活を送れる

ように努力していきたいと思います。自分の意志

をしっかりともち、行動力のある人間になりたい

です。」と結んでくれました。

２年生は〇〇〇〇さん（４組）が、

前期でがんばった三つ（勉強、部活

動、学校行事）のこと。後期は学習

面だけでなく生活面でもがんばりた

いこと。２年生として生徒会を盛り

上げていきたいこと。そして、「前

期で学んだことや身に付けたことを

生かし、後期も一日一日を大切にして、悔いの残

らないように過ごしたいです。」と結んでくれまし

た。

３年生は〇〇〇〇さん（１組）が、

前期でがんばった三つ（勉強、部活

動、学級委員長の仕事）のこと。特

に勉強は定期テストと実力テストが

あるので、優先順位をつけて勉強し

たこと。そして、「後期は、前期の

経験を生かし、残り少ない中学校生

活を充実させることはもちろん、受検生として一

つ一つのテストをおろそかにせず、常に受検本番

というマインドで臨みたいと思います。（略）そし

て、卒業の日を奏令学年全員で笑顔で迎えたいで

す。」と結んでくれました。

３人とも、しっかりとした目標をもって生活し、

自分の成長を感じてくれたことが、とても、うれ

しく思いました。緊張感に負けない、立派な発表

でした。ありがとうございました。

校長からは、「全校で『心力』『体力』『知力』『地

力』を育てたい」「特に『人を思いやる心』を大き

く育てていこう」「本校生徒の素晴らしさ」「皆で

『あいさつの美郷』を目指すために、これからも

がんばろう」「後期も、お互いに仲良く、明るく学

校生活を送っていこう」等の話をしました。

前期 終業式
１５日（金）２時間目、後期の始業式を行いま

した。この日も、各学年を代表して、次の３名の

生徒が発表をしてくれました。

１年生は〇〇〇さん（３組）が、
前期にがんばった二つ（時間の管

理、授業に向かう態度）の成果の
こと。後期には家庭学習の質の向

上を目指して、応用問題や予習に
積極的に取り組みたいこと。また、

野球部の活動をがんばり、試合で結果の残せる

選手になりたいこと等を発表してくれました。

２年生は〇〇〇〇さん（２組）が、

前期にがんばった二つ（学習、部活

動）の成果と課題。前期の反省点で

ある「時間の使い方」の改善と、あ

いさつをがんばること。そして、「先

輩から受け継いだ伝統を大切にして

いくとともに、未来につなげていく

ために、前期に先輩の姿から学んだことを生かし

て、私達２年生が率先して頑張っていきたいと思

います。」と結んでくれました。

３年生は〇〇〇〇さん（２組）が、

前期の振り返りを生かした二つの目

標（受検まで計画的に勉強すること、

残り少ない学校生活を楽しみ、自分

の仕事は最後までやり遂げること）

について発表し、「美郷中の奏令学

年でよかった、このクラスで中学校

生活を締めくくることができてよかった、と笑顔

で卒業できるように、残りの半年をより充実した

ものにするべく過ごしていきたいと思います。」と

結んでくれました。

校長からは、「それぞれの学年に

応じた準備、締めくくりをしっかり

行おう」「後期をどう過ごすかは皆

の心構え次第。時間を大切に、いい

振り返りができる半年にしよう」等

を呼びかけました。

保護者の皆さんには、前期、大変お世話になり

ました。後期もどうか、よろしくお願いします。

気づき、考え、行動する生徒

後期も「あいさつ」をがんばるために、「な

ぜ、あいさつをするのか？」「誰のために、あ

いさつをするのか？」を再考してみよう。

後期 始業式


